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自ら課題を解決しようとする 

 「社会参画意識」を育むための社会科指導のあり方 

～SDGs の学習とトリプルシンキングを活用した地域教材

の授業実践を通して～ 
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１ 研究主題 

 

 自ら課題を解決しようとする「社会参画意識」を育むための社会科指導のあり方 

 ～SDGsの学習とトリプルシンキングを活用した地域教材の授業実践を通して～ 

 

２ 主題設定の理由 

（１） 学習指導要領等から 

 本研究は、新学習指導要領（平成 29年告示）解説社会編の②「社会科の改定の基本的な

考え方」にある、「（ウ）主権者として、持続可能な社会づくりに向かう社会参画意識の涵

養やよりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度の育成」を受けて

設定している。この項目では次のような方針が示されている。 

 

…政治に参加する権利を行使する良識ある主権者として、主体的に政治に参加することに

ついての自覚を深めることなど、これからの社会を創り出していく子供たちが、社会や世界

に向き合い関わり合い、自らの人生を切り開いていくことが強く求められている。 

  

グローバル化の進展や絶え間ない技術革新、少子高齢化の課題など、予測困難な社会の変

化に主体的に関わり、どのような未来を創っていくのかという目的を自ら考え、よりよい社

会の創り手となるための力を身につけていくことを重視している。また、その力を身に着け

るためには、社会的事象に興味・関心を持ち、社会に対する知識を持つことが求められる。

そのため、現代社会における諸課題に触れ、興味・関心を持ち、社会的事象に対して当事者

意識を持つことを目指す活動が必要となる。更に、その先に、諸課題を解決していこうとす

る、主権者としての責任を果たすための能力を身に着ける活動も必要であると考える。 

そこで、本研究では、自らの生活とかかわりが深いと感じられる地域教材を使用したり、

SDGs の目標を取り入れたりすることで「社会的事象に対して当事者意識を持つ」ことを目

指していく。また、地域教材の授業実践の中で、思考スキルを意識した学習を行うことで、

「社会的事象に対して主体的にかかわり、多面的・多角的に考察する力」を身に着けさせ、

よりよい社会づくりに向かう社会参画意識を高めたいと考え、本研究の主題を設定した。 

 

（２） 印教研研究主題から 

 

よりよい社会の実現に寄与する「生きる力」を培う社会科学習 

     ～自ら課題を見出し、自らの考えを表現できる児童生徒の育成を目指して～ 

 

本研究は、上記の主題を受けて設定している。また、この主題は、学習指導要領の目標「国

際社会に主体的に生きる、平和で民主的な国家及び社会の形成者としての必要な公民とし

ての資質・能力の基礎を育成することを目指す」を受けてたてられている。「よりよい社会

の実現に寄与する」ことは、まさに社会参画そのものであり、そのための「生きる力」とは

複雑に絡み合った現代の社会問題に対して、自らが課題を解決する力なのではないかと捉

えた。そのためには、複雑に絡み合った現代の社会問題に対して、主体的に考え、自ら課題
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を解決しようとする社会参画意識を高める必要があると考えた。自ら課題を解決しようと

する際には、課題の本質に迫り、他者と意見を交換し合い、多面的・多角的に考察していく

活動こそが今後の社会参画に活かされるであろう。そこで本研究では、生徒の身近にある地

域課題を、思考スキルを用いて主体的に考察し、自らの考えを表現することで、社会参画意

識が高まることを目標として検証する。 

 

（３） 生徒の実態から 令和４年１月２０日実施 ２学年（現３学年）アンケート結果より 

 

◆社会科の授業に対して  

「社会科の授業で、意欲的に活動している」と回答した  

生徒は８０％を超え、前向きな気持ちで社会科の学習に 

取り組もうとする様子が見て取れる。 

 

◆社会的事象への興味関心について（資料編 P2 資料 1参照） 

 

 

「はい」・ 「どちらかと言えば、はい」・・・７１.２％  

「いいえ」・「どちらかと言えば、いいえ」・・・２９．８％ 

 

 

 

「はい」・「どちらかと言えば、はい」・・・ ４７.５％ 

「いいえ」・「どちらかと言えば、いいえ」・・・５２.５％ 

 

 

 

・そこまでする必要がないと思っている（２１名） 

・面倒だと思ってしまう（２０名）  

・調べるほど、重要ではないと思っている。（７名） 

・難しいし、自分自身が知っていても解決は難しいだろう（６名） 

・ニュース等でだいたい理解していると思っている。（５名） 

 

アンケート結果から、社会科の授業に意欲的に取り組むことができており、社会的事象

（特にニュース等で目にする、世界・国内の政治や経済、国際社会問題）に対する興味・関

心はあるものの、自ら調べてみたり、他者に聞いてみたりする生徒は少ない傾向にあること

がわかる。なぜ社会的事象を自ら調べてみたり、聞いたりしないのかを問いてみると、その

理由に関しても「面倒である・そこまでする必要はないと思っている」など、社会で起きて

いる出来事に対する、当事者意識が低いことがわかる。 

 

 

世の中の出来事（新聞やニュースで見る社会で起きていること）について興味はありますか？

世の中の出来事（新聞やニュースで見る、社会で起きていること）について、自ら聞いたり調 

べたりしたことはありますか？ 

先ほどの質問で「いいえ・どちらかと言えばいいえ」と回答した人は、自ら聞いたり調べたりし

ない理由を書いてください。（自由記述） 
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◆生徒の課題解決能力について 

 社会科において好きな学習活動は何ですか？（複数回答可） 

＊説明を聞く ＊調べ学習 ＊問題を解く ＊話し合い活動 ＊発表 ＊ノート作成 

 

このアンケート結果では、本校の生徒は「問題

を解くこと」や「ノート作成」に対して、意欲的

である生徒が多いことが特徴的である。知識を学

ぶ意欲が高いことは、授業の様子や定期テスト等

の結果を見ても現れている。そのため、本校では、

知識の定着は比較的安定しているように感じる。 

その反面「発表すること」や「話し合い活動」

に関しては、意欲的な生徒が少ない傾向にあるこ

とが覗えた。生徒が記入した理由として、以下の

ようなことが挙げられる。 

 

・話し合う内容が難しい 

・答えがでないから、わからないことが多い。 

・自分たちの意見に自信がない 

 

また、別のアンケートからも、自分の意見を表現することが苦手だという生徒が多い（資

料編 P3 資料 1参照）ことがわかる。このように、「自分たちで考えて意見を出したり、発

表したりする」活動に苦手意識を持つ生徒が多い傾向がわかった。 

 

 

 以上の結果から、本校では、知識・技能については一定の定着が見られるが、社会科の学

習を通して、社会的事象を自身の実生活に結び付けて考えることができていないことがわ

かる。また、社会参画意識とは「よりよい社会を形成していこうと行動する思いや考え」で

ある。この意識を持ち、社会的事象を自分事として捉えることで「自分と社会とはつながっ

ている、自分も社会の一員である」と感じることが理想であるが、本校ではそのような生徒

が少ない。 

また、今後の社会において、問題を解決する力、困難を乗り越える力、コミュニケーショ

ン力といった、変化の激しい時代を生き抜くための力が求められている。様々な課題を解決

するために、「自分たちで話し合い、考え、意見を発表する」ことに苦手意識を持つ本校の

生徒たちは、これからの激動の時代を主体的、創造的に生き抜くことが困難となるだろう。

そこで、社会科の授業を通して、身近な地域の課題を主体的に考察し、自分たちの考えを表

現する力を身に着けることで、生徒の当事者意識を高め、それが社会参画意識の向上へとつ

ながると考え、授業実践に取り組んだ。 
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３ SDGs（Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）について 

 SDGs は、2015 年の国連サミットで、2030 年までに持続可能なより良い世界を目指すた

めの国際社会の目標として採択された。具体的に 17 の目標（資料編 P4 資料 3 参照）と

169 のターゲットで構成されており、地球上の「誰一人取り残さない」ことを誓っている。

SDGs が必要とされる背景には、社会問題に対する危機意識が高まってきていることが挙げ

られる。これまでにも、地球温暖化や飢餓問題などでは解決するための目標が、国内外で定

められてきた。それでもなお経済成長を優先する考えが残っていたり、毎年のように、気候

変動や食料不足に関する問題が生じていたりすることから、社会問題への危機意識が高ま

った。そこで、SDGs のような世界共通の目標の重要性が、認識されるようになってきたの

である。 

 SDGs の目標は、教科書でも多く組み込まれるようになり、生徒にとっても、社会的事象

や社会問題を捉えるツールとして、身近なものとなった。本研究では、この SDGs の目標

を授業で取り入れることにより、生徒が様々な課題を身近に感じ、実生活に結び付けやすく

することで、社会的事象に向き合う主体的な態度を育みたいと考える。 

 

４ トリプルシンキングについて（資料編 P8 資料 7参照） 

 生徒が課題解決に向き合えない原因の１つに、「改善案・対策案が立案できない」ことが

あると考えた。今までも、現代社会の課題を取り上げ、その解決方法を考える学習になると、

「わからない」「解決は難しいのでは」など、後ろ向きになる生徒が多かった。そこで、課

題解決案を考察していく際の考え方、いわゆる思考スキルが身についていないと考え、トリ

プルシンキングを活用して課題解決学習に取り組ませることとした。トリプルシンキング

とは、考える力やそれに関するスキルが数多くある中で、「ラテラル（水平的）」「ロジカ

ル（論理的）」「クリティカル（批判的）」の 3つを総称したものを呼ぶ（資料編 P8 資料

7参照）。3つの思考法は、それぞれを個別で使うよりも、組み合わせて解決案を考察する

ことで、より精度の高いアイデアを出すことができるようになり、相手に自分達の意見を伝

えることにも役立つとされる。 

 

５ 研究目標について 

SDGs の目標（ゴール）を積極的に取り入れた学習や、トリプルシンキングに基づいた、 

身近な地域の課題を解決するための活動型学習を取り入れることで、社会的事象に向き

合う主体的な態度や、社会的事象を多面的・多角的に考察する力が身につくため、自ら課

題を解決しようとする、社会参画意識を養うことができるだろう。 

〔仮説 1） 

 SDGs の目標（ゴール）を授業で取り入れることにより、生徒が様々な課題を身近に感じ、

実生活と結び付けやすくなるため、社会的事象に向き合う主体的な態度が育まれるだろ

う。 

〔仮説２〕 

 トリプルシンキングの思考スキルを採り入れた、身近な地域の課題を解決するための活

動型学習を行うことで、自分なりの解決方法を考えるようになり、社会的事象を、多面的

多角的に考察し、課題を解決しようとする力を身に着けることができるだろう。 
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６．研究方法と実践 

 本研究の目標を達成するためには、単発的な学習活動では限界があると考えた。そのため、

SDGｓの授業実践を「ステップ１」、トリプルシンキングの思考スキルを採り入れた地域課

題を解決するための活動型学習を「ステップ２」とし、２段階に分けて、長期的視点で生徒

の社会参画意識を高めようと考えた。 

 

（１） ステップ１：SDGs の授業実践（社会的事象に対して当事者意識を持つ） 

 社会科の授業で取り上げる社会的事象と、SDGs の１７の目標を関連づけ、事象を捉えや

すくする活動を行った。現代社会の課題は、原因や影響が非常に複雑に絡み合っている。そ

のため、生徒にとって、課題の解決策を考えることは容易ではない。そこで SDGs の目標

と結びつけて考える学習により、「何が問題なのか、他の関連する問題は何か」について捉

えやすくし、課題をより身近に感じさせ、社会的事象に対する当事者意識を向上させる狙い

がある。今回ステップ１では、ステップ２の公民的分野の学習につなげるため、地理的分野・

歴史的分野で実践していくこととする。（資料編 P4～5 資料 4・5参照） 

 

（２）ステップ２：トリプルシンキングの思考スキルを採り入れた、地域課題を解決するた   

   めの活動型の学習（積極的な社会参画意識の向上）   

〇地域課題について 

 内閣府では、平成 30年度（2018年）に「我が国と諸外国の若者の意識に関する調査」を

行った（資料編 P8 資料 8参照）。その調査の中で、「社会をよりよくするため、私は社会

における問題の解決に関与したい」に「そう思う」又は「どちらかといえばそう思う」と回

答した日本の若者（13歳～29歳）の割合は、諸外国の若者と比べて最も低かった。このよ

うな結果を踏まえると、本研究は、社会的事象に対しての興味関心や当事者意識を持つだけ

でなく、社会における問題の解決に関与していく意識を持たないと、実践的な社会参画意識

を持っているとは言えないだろう。そのため、社会における問題の解決に関与する経験を、

社会科学習の中で取り入れていくことにより、より実践的で現実的な社会参画意識を高め

ることができるのではないかと考えた。 

 そこで、子どもにとって身近な存在であり、具体的な事実認識に基づく思考・判断の場面

を設けることができる、地域教材を扱うこととした（資料編 P9～11 資料 9・10参照）。地

域を教材化することで、現実の社会の中に自分たちの住む地域が存在することを実感し、子

供たちは、自身の生活にかかわりをもちながら問題解決を図る学習が展開できる。更に、地

域の問題にとりくむことによって、地域社会の一員としての自覚も高まり、公民的資質の育

成にもつながるだろうと考えた。 

 

〇トリプルシンキングシンキングの活用実践 

身近な地域の課題を解決するための活動型学習の中で、後ろ向きになる生徒がでないよ

う、思考スキルを活用して授業を展開していく必要性がある。そこで本研究では、トリプル

シンキングを活用して課題解決を行う授業を計画立案するにいたった。事前のアンケート

で、「発表すること」や「話し合い活動」に関しては、意欲的な生徒が少ない傾向にあるこ

とから、その原因と予想される「困り感」に対して、思考スキルを活用して解消していく。 
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・困り感➀ 「話し合う内容が難しいと感じる」 → ラテラルシンキング（水平的思考） 

これは、課題解決策（アイデア）が出てこなかったり、ありきたりの回答になってしまっ

たりすることで、内容が難しいと感じてしまう生徒が多くなると考える。例えば、人口減少

という課題を解決するための解決案として、生徒からあがった意見が「町をもっと活性化す

ればいい」とする。しかし、具体的な対策となっていないため、実践的な解決案とならず、

生徒にとっての「社会における問題の解決に関与する経験」としては達成度が低すぎると考

える。そこで「ラテラルシンキング（水平的思考）」を活用し、この困り感を解消していく。 

 

 

◆『ラテラルシンキング（水平的思考）の活用』 

実践１：小グループで、「佐倉市にこれから必要となるもの」を考える際、「ブレインスト

ーミングの４つのルール」を用いて、多数の意見を積極的に出し、クリエイティブな意見に

近づけた。そして、多数の意見の中から、実現可能なアイデアを選択する作業を行わせた。

選択する際に、自分たちが実現させたいアイデアの優先順位をつけ、次の「アイデアを具体

化する活動」につなげていくこととした。（資料編 P12 資料 11参照） 

   

【ブレインストーミング ４つのルール】                    

＊他人の発言を批判しない   

＊質よりも量（多くのアイデアを出す） 

＊実現できるかどうかは考えず新鮮なアイデアを出す。 

＊他の人のアイデアに便乗して新しいアイデアを出す。 

 

実践２：出たアイデアを用いて「オズボーンのチェックリスト」を使用し、９つの質問に答

えながら、アイデアを具体化していく活動を行った。これは、アイデアが出尽くしたり、発

想力が乏しかったりするグループに対するアプローチとする（資料編 P13 資料 12参照）。     

 

・困り感➁「自分たちの意見などに自信がない」→ ロジカルシンキング（論理的思考） 

自分たちの意見などに自信がないという原因は、課題解決案を、他人から評価される活動

まで至らないことが原因である。解決策が複雑化していくと、意見等がまとまらないため、

発表する活動まで到達せず、「社会における問題の解決に関与する経験」とならないため、

社会参画意識が向上していかない。そこで、ロジカルシンキング（論理的思考）を活用する。 

 

◆『ロジカルシンキング（論理的思考）の活用』 

実践１：本校では、小グループで話し合ったものを発表する際、準備の段階で離脱してしま

う生徒が多かった。原因として考えられることは「発表原稿を考えるとなると、なにから説

明していいのかわからなくなる」、「自ら文章を考え、説得力のある説明をすることは難し

い」などがあげられる。そこで、自分たちの意見や、アイデアを可視化し、常に確認できる

「ロジカルシンキングシート」を作成し活用することとした。このシートでは、①テーマ、

②テーマ設定の理由、③具体的なアイデア、④影響と効果の項目を設けて、作成させた。（資

料編 P14～15 資料 13 ➀➁参照）             
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ロジカルシンキング 

（論理的思考） 

クリティカルシンキング 

（批判的思考） 

ラテラルシンキング 

（水平的思考） 

実践２：プレゼンという形式で発表する準備（原稿作成）を行うことで、説得力のある説明

を心がけ、より論理的に考察させる狙いがある。その際、小グループで自分の担当する原稿

を、グループ内の生徒に発表し、確認しながら作成することを意識させた。（資料編 P16 資

料 14参照）             

 

・困り感➂「答えがでない課題が苦手」→批判的思考（クリティカルシンキング） 

この困り感は、大きな社会的課題となると、問題が複雑化し、解決が困難となる。そのた

め、生徒にとっても「現実的な解決案」とならないことで、「自分たちが考えても実現しな

い」と捉えてしまい、社会における問題の解決に関与する経験にならないことが原因である

と考えた。そこで、生徒により現実味を持たせるために、様々な視点から物事を捉える「多

面的・多角的」を意識させていく。そこでクリティカルシンキングを活用する。 

 

◆『クリティカルシンキング（批判的思考）の活用』 

実践１：クリティカルシンキングの実践ポイントとして、 

「常に目的（ゴール）を意識する」という点がある。その点において、 

SDGs のゴールはかなり有効的であると考えた。話し合い活動を進めて 

いく上で、「何のために考えているのか」が明確にならず、多数のアイデアを出すだけの時

間となってしまう可能性がある。また、本研究での SDGs の目標の活用は、社会的事象の

課題をより身近に結びつけ、当事者意識を向上させる狙いが強かった。しかし、クリティカ

ルシンキングを活用する際に、SDGs の目標自体も、「常に目的（ゴール）を意識する」と

いう点において大きな役割を果たすのではないかと考え、活用していくこととした。 

実践２：発表に対して、様々な観点を考慮しながら、「本当にこれで実現可能か」を考えさ

せる。発表内容を聞き、更に改善した方が良い点、疑問点などを挙げさせ、質疑応答を行う。

また、プレゼン分析シート（資料編 P17 資料 15参照）を使用し、他者の意見を批判的思考

で見ることにより、現実味を感じ、真の社会参画意識を育むことができると考える。 
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７ 仮説の検証 

（１）仮説１について 

 SDGs の目標（ゴール）を、授業で取り入れることにより、生徒が様々な課題を身近に感

じ、実生活に結び付けやすくなるため、社会的事象に向き合う主体的な態度が育まれるだ

ろう。 

 SDGs の目標を取り入れた学習においては、地理的分野・歴史的分野で行った。1学年の

地理的分野では、アジア州の人口増加による様々な影響を、SDGs の目標と絡めて考察する

ことで、複雑化した社会的事象の影響を明確に捉えやすくすることができた（資料編 P6 資

料 6参照）。更に、授業後に自分の意見や感想を書くことで、生徒の社会的事象に対する意

識を確認することとした。生徒が記入したワークシートからは以下のような感想が得られ

た（資料編 P6～7 資料 6参照）。 

 

＜1学年 地理 アジア州の課題を考察する学習の感想＞ 

・これらの問題は、当たり前のように見えて当たり前ではないからこそ、このように国際的

な問題になっていると思った。 

・普段私たちが行っている行動を 1から見直してみる必要があると思った。 

 

〔2学年 歴史 満州事変と現在の戦争や紛争を絡めた学習の感想〕 

・他人事ではないので、日々世の中の状況を知ることが大切だと感じた。 

・興味を持ってよく考え、自分たちの意識を変える必要があり、知ることが大切だと感じた。 

・募金などで困っている人の助けになることをしたいと思った。 

 

授業後の生徒のまとめや感想から、当事者意識・問題意識を持ったり、自分のできること

は何かを考えたりする意見が多かった。これは、SDGs を取り入れたことにより、生徒にと

って身近でなかった社会的事象を身近なものへと結びつけることにつながったと判断する

ことができる。また、2学年の地理的分野では、生徒の意見の中で、「家で過疎集落の現状

と今後の取り組みについて、国土交通省のサイトを自ら調べた」（資料編 P7 資料 6参照）

という事実も上がった。このように、社会的事象を自ら調べてみたり、他者に聞いてみたり

する生徒が少なく当事者意識が低い傾向であった本校でも、ステップ１の実践により、社会

的事象に対して当事者意識が生まれたとわかるような意見や感想が多く出たため、効果的

であると判断できる。 

 

（２）仮説２について 

 トリプルシンキングの思考スキルを採り入れた、身近な地域の課題を解決するための活

動型学習を行うことで、自分なりの解決方法を考えるようになり、社会的事象を、多面的多

角的に考察し、課題を解決しようとする力を身に着けることができるだろう。 

  

公民分野の授業では「トリプルシンキングの思考スキル」を活用し、生徒が積極的に課題解

決策を見出す活動を行った。その際、それぞれの思考スキルの活用から、以下のような効果

を得ることができた。 
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◎ラテラルシンキング（水平的思考） 

実践１→「ブレインストーミングの４つのルール」を活用したことで、生徒の感想からも、

課題の解決策を見出すことは難しかったが、アイデアを多く出すことができたという意見

が多かった（資料編 P18 資料 16 ➀・➁・➂参照）。また付箋を使うことや、話し合いに

ルールがあることで、アイデアが多く出たという意見があり、ラテルシンキング（水平的思

考）が効果的であると判断できる（資料編 P19 資料 16 ➄参照）。実際に、意見を可視化

することで、「実現可能な現実的なアイデアかどうか」「そのアイデアによる効果はどれく

らいだろうか」という視点を持ち、解決案を考察できた（資料編 P12 資料 11参照）。 

実践２→「オズボーンのチェックリスト」を活用した結果、新たなアイデアが生まれたグル

ープがあった（資料編 P13 資料 12 参照）。このように、固定概念に捉われず、多面的・

多角的に物事を考え、自由なアイデアを生み出すことができ、アイデアや解決策を見出す際

の行き詰まりを突破することにつながったことが分かった。 

ラテラルシンキングを活用した結果、授業後のアンケートでは、事前アンケートよりも、

「社会において、好きな学習活動は何ですか？」の問いに対し、話し合い、発表と回答する

生徒が増えた（資料編 P3 資料 1参照）。そのため、今まで話し合い活動等で後ろ向きだっ

た生徒も、課題を解決しようと積極的に活動に取り組むことができたと言えるだろう。 

 

◎ロジカルシンキング（論理的思考） 

実践１→生徒がまとめたロジカルシンキングシート（資料編 P14～15資料 1 ➀➁参照）を

見てみると、論理的に自分たちの解決策をまとめている。特に、影響と効果の項目では、「市

の経済が潤い、公共事業が発達し、佐倉市が活性化する」と考えており、「住み続けられる

まちづくり」を達成するための解決策を生徒が主体的に考察していることがわかる。また、

課題解決の目的を見失わずに話し合いを進めることができていることも、このロジカルシ

ンキングシートを活用した効果として考えられる。自分たちの意見を可視化することで、生

徒自身が発表原稿を作る際の基盤となり、表現力を高めるためのプレゼン活動にも役立つ

と感想に記入している生徒もいた（資料編 P19 資料 16 ➄参照）。 

実践２→ロジカルシンキングを活用した結果、授業後のアンケートでは、「自分の意見を表

現することは得意ですか？」の問いに対し、どちらかと言えば「はい」という生徒が若干で

はあるが増えている（資料編 P3 資料 1参照）。この論理的思考スキルを意識して話し合い

活動をさせることにより、自分たちのアイデアがぶれることなく説得力のあるものにする

ことができるため、積極的にプレゼン準備に取り掛かる生徒が多くなったため、社会参画意

識が育まれていくと判断できる。 

 

◎クリティカルシンキング（批判的思考） 

実践１→多くの生徒が「住み続けられる街づくり」という目的（ゴール）を意識して話し合

いがなされていた。例えば、「どの世代に着目してアイデアを考えるべきか」や「この政策

で本当に住み続けられる街がつくられ、人口減少を止められるのか」を考えている班が多か

った。その結果、全ての班が最終的に、テーマを作成し、プレゼンを行うことができた。よ

って、SDGs の目標を意識して話し合いをさせることで、「本当に実現可能か」を常に意識

して現実味が増していったと考えることができる。 
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実践２→発表に対して、プレゼン分析シートを使用し、他者の意見を批判的思考で見ること

で、「多面的・多角的に考察すること」ができている生徒が増えた（資料編 P17 資料 15参

照）。また、更に改善した方が良い点、疑問点などを挙げさせ、プレゼンした班に投げかけ

た結果、「より良いものを考えるためには、幅広い世代や職業など、様々な視点から見てい

くことが大事だと思った。」という感想もあり、広い視野に立って政策を考える重要性に気

づき、生徒の現実味が高まっていたと判断できる（P19資料 16参照➅）。その他の生徒の

感想からも「この政策が実現してくれたら嬉しい」などのような意見がでたため、この思考

スキルも効果的であると判断できる。 

 

８ 研究の成果と課題 

〈成果〉 

➀SDGs の目標を学習に取り入れることにより、社会的事象や社会問題を明確に捉えること 

ができるようになった。また、SDGs の目標を生徒に提示することで、自分事として社会 

的事象を捉える意見を増やすことができたため、当事者意識を持つことができたと判断 

できる。 

➁地域の課題解決案を考察する活動型学習を実践することにより、自分たちで佐倉市の現

状を更に深く調べたり、知り合いから市の現状を聞いたりする生徒も現れたりした。また、

トリプルシンキングの思考スキルを重点的に取り入れた結果、様々な立場の視点に立って

多くの意見やアイデアを出す生徒が増え、話し合い活動を活性化することができた。これ

らのことから、社会的事象の多面的・多角的に考察し、主体的に課題を解決しようとする

力を身に着けることができたと言えるだろう。 

➂授業実践後に生徒が書いた感想（資料編 P20 資料 16 ⑧・⑨・➉参照）では、「もっと 

様々な政策を知りたい」、「大人になったら積極的に政治（選挙など）に参加していきた 

い」という記入があり、本研究の目標である社会参画意識が育むことができた。 

 

〈課題〉 

➀思考スキルを活用したことにより、意見やアイデアを数多く出すことはできた。しかし、

現実的な解決策となったかと言えば、まだ難しいと言えるだろう。実際に「現実的なこと

を考えると費用面や物理的な場所など、まだまだ考えなければならないことが多い」とい

う感想がいくつかあがった。そのため、実際の自治体が行っている政策等を取り上げなが

ら、生徒が考えたアイデアと現実的な解決策とを結びつけていくような手だてを行い、本

研究の目標である「社会参画意識」を育んでいきたい。 

➁生徒自身に、論理的思考や批判的思考のスキルがまだまだ不足しているため、どうしても 

解決策をまとめたり、プレゼン原稿を考えたりする際に時間がかかってしまうことが課

題である。これは、日々の積み重ねでもあるため、別の活動によってそれらの思考スキル

を身に着ける必要もあるのではないかと考える。 

➂話し合い活動の授業では、発言者が限られてしまう班もあり、意欲的な生徒が多い班は活 

発に活動できるが、そうでない班に対しては、教員が補助をしながらの活動となっていく 

ことがあった。そうしたことで、話し合いの内容や議論の様子を把握したり、一人一人の 

生徒の活動を評価したりすることが難しいため、改善していく必要がある。 
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＜生徒の実態＞ 
○事前アンケート結果（資料１）   

 

令和４年１月２０日実施 ２学年（現３学年）アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はい」

「どちらかと言えば、

はい」

70%

「いいえ」

「どちらかと言えば、

いいえ」

30%

「はい」

「どちらかと言えば、

はい」

47%

「いいえ」

「どちらかと言えば、

いいえ」

53%

世の中の出来事について興味はありますか？  

世の中の出来事について自ら聞いたり調べたりしたことはありますか？  

社会的事象（特にニュース等で目にす

る、世界・国内の政治や経済、国際社

会問題）に対する興味・関心はあるも

のの、自ら調べてみたり、他者に聞い

てみたりする生徒は少ない傾向にあ

る。 
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○事前アンケート結果（資料１）   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○事後アンケート結果（資料２） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表や話し合い

活動への意欲が

低い。 

ノート作成や問題を解く（知

識・技能）には意欲的である。 

自分の意見を表現することに苦手意識を

感じている生徒が多い。 

若干ではあるが、発表や話し合い活動へ

の意欲が高まった。 

事前アンケートよりも、どちらかと言えば

「はい」と答える生徒が増加した。 
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＜SDGｓの授業実践について＞ 
○SDGｓの１７の目標（ゴール）一覧（資料３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○授業実践例 地理的分野（資料４）  

 

単元名 内容 

地理的分野 

「アジア州」 

 

アジア州のまとめの学習で、「人口・居住・都市の問題」というテー

マを取り扱った。課題を解決するために、どのようなことが必要かを

SDGｓのゴールの項目と結びつけて考えさせる。 

地理的分野 

「中国・四国地方」 

  

中国・四国地方のまとめの学習で、「過疎化・交通網・産業」などの

テーマを取り扱うため、「四国新幹線は必要か・必要でないか」とい

う課題を提示する。その課題について、自らの意見を SDGｓのゴー

ルの視点を参考に考察させる。 

 

 

 

 

 

事前学習として、「SDGｓとはなにか」とい

う学習も行った。 

 

 学習内容に、現在の社会的事象を多く取り

上げることができる。例えば、アジア州で学

習する「人口問題、都市問題」、中国四国地

方で学習する「過疎化」など、多くの教材が

SDGs の目標と関連付けやすい。 
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○授業実践例 歴史的分野（資料５）  

【生徒用プリント】 

満州・朝鮮半島の支配は、本当に利益を生むのだろうか？ 

 

当時、戦争に突き進む日本のなかで、石橋湛山（いしばしたんざん）はデータに基づいて領

土拡大を批判した。当時、海外の領土の維持費が国家予算の 1 割を占め、その土地で生ま

れる利益を大きく上回っていた。そのため石橋湛山は、領土拡大よりも、アメリカ・イギリ

スなどの貿易を充実させることの方が有益であると主張した。実は、当時欧米列強も、植民

地支配にかかる費用に苦しんでいた。支配を維持する費用が、現地で生まれる利益を上回っ

ていた。  

支配を維持する費用 ＞ そこで生まれる利益 

つまり、経済的な利益を求めて始まった植民地支配は、経済的にも不利益が大きくなってい

たのである。 

 

 

 

 

様々な視点から考えてみる！ なぜ日本は儲からないのに、満州へ侵攻したのか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察：SDGs のゴール１６・１７を２０３０年に 

達成するためには、どのような考えや、 

行動が必要なのだろう。 

単元名 内容 SDGｓのゴール 

歴史的分野 

「二度の世界大

戦と日本」 

「満州事変と軍部の台頭」の授業で、満州国の建

国の事象を、石橋湛山の主張から日本の領土拡大

政策に必要性を考察させ、「戦争＝悪」だけでは

なく、論理的・合理的に状況を考えることを目指

す。最終的に、現在の世界情勢とゴール１６・１

７を絡めて考察する。 

 

【想像してみよう！】今後、私たちの生きる世界でも、このような争いや戦争が起きる

可能性はある。今後、どんなことが原因で争いや戦争につながる可能性があるだろうか？

自分が考える理由を、今まで学んだことを活かして書いてみよう。 

 

 

 

 更にその後、現代社会の課題と結

びつけて考察し、歴史的学習自体が、

現代社会の課題を解決するための考

え方につながることを実感させる。 

    視点①    「日本国内の状況は？」 

満州事変前の日本の政治・経済状況はどのようになっていたのだろう？  

【政治】（法や政治体制など）    【経済】（国民生活など） 

 

 

 

 

 

 

    視点②    「いつから満州地域の支配は始まった？」 

 

 

 

 

    視点➂     「世界ではこの時代、何が起きていたのか？」 

 

 

 

 地理的分野と違い、学習内容が直接現在の社会的事象にかかわることは少ない。しかし、

歴史的事象を、SDGs の目標を基に考察する学習を行うことで、複数の立場や意見を踏まえ

て考え、多面的・多角的に考察する力を育むことは可能である。 
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○生徒のまとめや感想 （資料６） 

 

＊１学年 地理的分野「アジア州」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元のまとめ学習を行ったりする際に、SDGs のゴールを提示し学

習させることで、社会科の学習自体が現代社会の課題と直接つなが

っていることを生徒が実感し、当事者意識を高めることができた。 
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＊２学年 地理的分野 「中国・四国地方」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊２学年 歴史的分野 「二度の世界大戦と日本」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、自らが、「国土交通省」のサ

イトなどを確認し、自分自身の考えとな

る根拠を探したり、情報を得ようとした

りする生徒も現れた。 

 

「他人事ではない」と、ステップ１

の目的である「当事者意識を高め

る」ことができた。 

 

「よく知ること」や

「募金したい」など、

行動に移そうという

意識を確認すること

ができた。 
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＜トリプルシンキングについて＞ 
○トリプルシンキングの説明（資料７） 

 

思考スキル 説明 

ラテラルシンキング 

（水平的思考） 

固定概念に捉われず、様々な視点や角度から物事を考えること

で自由なアイデアを生み出す思考法。これまでの考え方にとら

われず、自由なアイデアを出していくために「オズボーンのチ

ェックリスト」や「ブレインストーミング」といった発想法を

活用することもある。 

ロジカルシンキング 

（論理的思考） 

考え方に道筋を通し、主張と根拠を論理的に説明する思考法。

常に因果関係を理解しながら思考する。因果関係を理解すると

いうことは、何か問題が起こったり大きな壁にぶつかったりし

たとき、現状を打開してどう改善すれば良いかを考えるスキル

が向上する。 

クリティカルシンキング 

（批判的思考力） 

与えられた課題について、背景にある様々な観点を考慮しなが

ら、「本当にこれでよいのか？」と問い続けて考える思考法。 

自分の思考の歪みや先入観などに気づくことができる上に、視

点を変えたり視野を広げたりすることができるため、凝り固ま

った思考になることを避ける。 

 

 

 

○内閣府、「我が国と諸外国の若者の意識に関する調査」（２０１８年）（資料８） 
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＜公民的分野の実践について＞ 
○ 授業計画 単元名 現代社会の特色と私たち「１ 持続可能な社会に向けて」（資料９） 

 

○単元の目標 

・佐倉市の現状を踏まえて、解決策を主体的に考察し、表現している（主体的に学習に取り  

組む態度）  

・プレゼンを用いて、論理的に思考し、課題解決のための具体的な政策を考えることができ 

る（思考・判断・表現） 

 

〇指導計画（５時間扱い） 

学習過程 

（時配） 

学習活動  ◎思考スキル 指導・支援 〇評価 

つかむ 

（１） 

・佐倉市の調査や市民アンケートから、現

状の課題を知る。人口減少や高齢化率の上

昇、若者の「佐倉市から移りたい、できれ

ば移りたい」と回答した割合が高い現状な

どの課題を知り、その課題が及ぼす影響を

予想する。 

（資料７参照） 

 

◎クリティカルシンキング（批判的思考） 

→SDGｓのゴールを提示し目的を明確に

する。 

・佐倉市が掲載している「佐倉市

都市マスタープラン」から、調査

や現状を視覚化し、課題を把握さ

せる。 

・課題に対する影響を想像し、よ

り当事者意識を持たせる。 

 

〇自分の住む地域に関心を持ち、

課題に対して主体的に学ぼうと

しているか。（主体的に学習に取

り組む態度）  

調べる 

深める 

（２） 

・課題に対する SDGｓゴール⓫「住み続け

られるまちづくりを」の目標を意識させな

がら、思考スキルを活用して課題解決のた

めのアイデアを考える。 

 

◎ラテラルシンキング（水平的思考） 

→ブレインストーミングの【４つのルール】

と、【オズボーンのチェックリスト】を使

用する。 

・小グループでアイデアを考え

る活動を行う。 

・アイデアに行き詰まるグルー

プには、教員が助言をし支援して

いく。 

 

〇課題解決のための具体的な政

策を考えることができるか（思

考・判断・表現） 

まとめ 

あげる 

（２） 

・話し合いで出てきたアイデアを、論理的

に考察し、整理し、まとめあげる。 

・プレゼンという形式で発表し、他の班の

発表を聞いて、評価をする。 

 

◎ロジカルシンキング（論理的思考） 

→ロジカルシンキングノートを活用し、ま

とめあげる。 

◎クリティカルシンキング（批判的思考） 

発表に対して、様々な観点を考慮しながら、

「本当にこれで実現可能か」を考える。発

表内容を聞き、更に改善した方が良い点、

疑問点などを挙げさせ、自分の意見をまと

める。 

・まとめに行き詰まるグループ

には、教員が助言をし支援してい

く。 

・論理的に考察し、表現するため

に、生徒同士で相互に発表原稿を

確認しあうよう促す。 

 

〇プレゼンを用いて、論理的に思

考し、課題解決のための具体的な

政策を考えることができるか（思

考・判断・表現） 
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○生徒用プリント（資料１０）       組    氏名               

佐倉市の一員として、積極的な社会参画を目指そう！ 

 

１．佐倉市ってどんなところ？？（自分が感じる佐倉市の魅力を、自由に書いてみよう！） 

 

                            

 

                            

 

                            

 

 

２．佐倉市の現状を見てみよう！（佐倉市の調査から） 
●予想される人口減少・高齢化の進行 

 昭和 40（1965）年に約 4 万人であった人口が、平成 12 年（2000 年）には、約 17 万人

と 4 倍を超える規模となったが、これ以降人口は減少傾向にある。人口が 17 万人に達し

た年に、12.2％であった高齢化率は、2020 年には 31.7％にまで上昇。そして、2040 年に

は、約 13.9 万人、2060 年には約 10 万人を下回ると推計されている。 
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●これからも住み続けたい！？（市民アンケート） 

 定住に対する意向は、多くの市民が「住み続けたい」と考えている。 

しかし、年齢別でみると、10 歳代で「できれば移りたい」「移りたい」とする比率が、

他の年齢層と比較して高く、若者の佐倉市離れが懸念されている。人口の推移と合わせて

考えると、深刻な課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

●これからの佐倉市には、なにが必要なのだろう？ 
視点を参考にして、これからの佐倉市に必要だと思うことをたくさんあげてみよう！ 

 
視点    ➀：どうすれば、人が集まるのだろう？ 
視点    ➁：どうすれば、人が佐倉市から移らずにすむのだろう？ 
視点    ➂：どうすれば、佐倉市の少子化を食い止めることができるだろう？ 
視点    ➃：高齢化に対しての必要な対策などはあるかな？ 
 
 
（自分の意見）※箇条書きでも構いません。 

  これからの佐倉市に必要なことは・・・ 

                                                   

（班での話し合い） 

 班で意見を出し合い、良いアイデアだと思うものを、皆で書き出してみよう！ 

  

 

 

                                             

●佐倉市を、SDGｓのゴール⓫「住み続けられるまちづくり」とするために、１の話し合い
ででた自分たちのアイデアをより具体化して、より良いものを考え、クラスでプレゼンし
てみよう！ 
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【ラテラルシンキング（水平的思考）】 

○ブレインストーミング ４つのルールの活用と付箋まとめ（資料１１） 

 

・ブレインストーミング ４つのルール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・付箋まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多数の意見の中から、

実現可能なアイデアを

選択する作業を行わせ

た。自分たちが実現さ

せたいアイデアに丸を

つけ、次の「アイデアを

具体化する活動」につ

なげていくこととし

た。 

課題解決策（アイデア）が出てこないという困り感➀を解

消するため、多数の意見を積極的に出すことを目的とし、

クリエイティブな意見に近づけた。 
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○オズボーンのチェックリストと活用例（資料１２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

現在ある武家屋敷な

どの歴史的建造物と、

スマートフォンなど

で可能なＡＲ技術を 

『統合』 しようと

いうアイディアが生

まれた。 

AR とは、現実世界から

の情報を元に、デジタ

ル情報を重ね合わせ、

視覚的に現実を拡張し

て表現可能にする技

術。画像や周辺の空間

を認識し、現実の映像

とデジタル情報を合成

した映像をリアルタイ

ムにディスプレイ上に

表示する。 

歴史的建造物などの

魅力を更に広げるた

めに、現在あるスマ

ホアプリゲームの

『応用』や『代用』

を考えている。 
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【ロジカルシンキング（論理的思考）】 

○ロジカルシンキングシート 生徒作成（資料１３ ➀）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「市の経済が潤い、公共事業が発達し、佐倉市が活性化する」と考え

ており、「住み続けられるまちづくり」を達成するための解決策を生

徒が主体的に考察していることがわかる。 
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○ロジカルシンキングシート 生徒作成（資料１３ ➁）   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐倉市の中でも、南部に

人口が少なくなると予

測。佐倉市の資料を見て

いくと、予想は的中。 

生徒たちも嬉しくなり、

自信をつけたのか、そこ

から話し合い活動が活性

化した。 

和田・弥冨地区は佐倉市の南部にあたる。 
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○プレゼン原稿資料 生徒作成（資料１４）  

 

 

 

  

 

  

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロジカルシンキングシートを活用することで、

プレゼン原稿を考える際、スムーズに原稿を作

成することが可能になった。 
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【クリティカルシンキング（批判的思考）】 

○プレゼン分析シート 生徒作成（資料１５）  

プレゼン１：「佐倉市独自の特産品を作ってＰＲする」 

佐倉市独自の特産品を制作することで、人が集まるのではないかといいうアイデアをプレ

ゼンした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                                             

 

プレゼン２：「印旛沼をきれいにし、その周辺に体験型のテーマパークを作る」 

子育て世代の人口が増えるように、子どもに対して自然体験等ができるテーマパークを、

印旛沼周辺につくるというアイデアをプレゼンした。その際、まず印旛沼をきれいにしてい

くことを優先的に行い、その後、子どもたちに農業の収穫体験や、料理教室等を提供するア

イデアを提案した。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『人口減少を防ぐ』という本来の目的を

見失わずに、特産品を制作することが

『住み続けられる街づくり』にどうつな

がってくるのかという情報が不足してい

ることに気づいた。 

「他の事業とセットでＰＲした方

がいい」という提案も生まれた。 

「農家と協力して」という提案にたいし

て、農家の立場に立って考えていた。 

多面的・多角的に考察することができて

いる。 

印旛沼をきれいにするための具体的な手段や費用など

が明確になると、現実味が高くなることに気づいた。 
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○生徒の感想（資料１６） 

◆話し合い活動が活発化したという意見 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆トリプルシンキングの重要性を感じた生徒の意見 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オズボーンのチェックリストを使用した生徒の意

見。ラテルシンキング（水平的思考）が効果的であ

ると判断できる。 

多くの考えが生まれ、それにより生徒

の思考も深まっていく様子がわかる。 
様々な視点からアイデアを生み出そう

としていることがわかる。 

グループ内でも、活発な意見交換が

生まれていたことがわかる。 
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◆社会参画意識が高まったと判断できる感想 

 

 

 

 

 

 

 

ロジカルシンキングシートにより、プレゼンの原稿

資料がつくりやすくなった。ロジカルシンキング

（論理的思考）が効果的であると判断できる。 

ブレインストーミング ４つのルールにより、アイ

デアが多くでたことがわかる。ラテラルシンキング

（論理的思考）が効果的であると判断できる。 

プレゼン後、クラスメイトから分析シートをもらっ

た後の感想である。多面的・多角的に考察すること

の重要性を感じており、クリティカルシンキング

（批判的思考）が効果的であると判断できる。 

家で調べてきたり、知り合いから色々と情報

を掴んだりする生徒が出てきて、課題を解決

しようとする社会参画意識が高まったと判断

できる。 
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＜その他＞ 

〇参考文献 

峯 明秀『「思考力・判断力・表現力」をつける中学公民授業モデル』（明治図書 2011） 

峯 明秀・西口卓磨『社会科授業にＳＤＧｓ挿入ネタ６５』（学芸みらい社 2022） 

佐々木裕子『実践型クリティカルシンキング 新装版』ディスカヴァー・トゥエンティワン

20２2） 

○参考ウェブサイト 

「佐倉市マスター都市プラン（令和３年５月）」 佐倉市公式ウェブサイト 

https://www.city.sakura.lg.jp/material/files/group/43/gaiyouban_66060639.pd

f 

「佐倉市人口ビジョン（令和２年３月）」佐倉市公式ウェブサイト 

https://www.city.sakura.lg.jp/material/files/group/3/jinkoubijyon.pdf 

自分の地域に対し

て、積極的な社会参

画意識が高まってい

ることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

政策に対する興味関心が

高まっていることがわか

る。 

主体的に政治に参加する

ことについての自覚を深

めることができた。 


